
学校番号 １００１ 

令和５年度  看護科 

 

教科 看護 科目 
疾病と看護 単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、看護や病気に関する基本的な知識を学習する。 

・各自でノートを用意すること。 

・講義だけでなく、視聴覚教材を用い、現代の医療における現状や課題について自分の意見をま

とめたり、考察したりする。また、実習を行うこともある。 

 

２ 学習の到達目標 

・看護や疾病に関する基本的な知識を身につける。 

・現代医療の現状を知ることで、課題に気づき、将来の自分たちの健やかな暮らしにつなげられ

るような想像力、思考力を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代医療の現場に対

する関心と課題意識

を高め、意欲的に追

究しようとする。 

疾病の成り立ちや回

復の過程において、

看護での基本「なぜ」

を念頭に表現してい

る。 

看護医療に関する視

聴覚教材、諸資料か

ら有用な情報を読み

取り、レポート等に

まとめたりしてい

る。 

人体に関する生物

学的な知識も踏ま

えながら、各器官に

おける表面的な病

症だけでなく、細胞

組織での異常に結

びつけて疾病に関

する知識を身につ

けている。 

評
価
方
法 

レポート 定期考査 

レポート 

レポート 小テスト 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

疾
病
の
成
り
立
ち 

・病理学とは 

・病気の原因 

○ 

○ 

○ ○ 

○ 

○ 

○ 

a:病理学や病気の原因に関す

る知識を高めようとしてい

る。 

b:自分なりの「健康」について

考察し、表現している。 

c:視聴覚教材や諸資料から情

報をまとめたりしている。 

d:医療における病理学の意義

について正確な知識を身に

つけている。 

小テスト 

レポート 

 

・病気の起こる部位と変化 

  

○ ○ ○ ○ a:病気に関して、細胞レベルで

どのような変化が起こって

いるか意欲的に追究しよう

としている。 

b:具体的な症例から現状を知

り、見えてきた課題について

的確に表現している。 

c:症例や資料からキーワード

を発見し、まとめたりしてい

る。 

d:細胞レベルでの病態につい

て正確な知識を身につけて

いる。 

小テスト 

定期考査 

レポート 

回
復
の
過
程 

・疾病や障害の経過 

・回復の促進と治療 

・ターミナルケア 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a:回復に影響を及ぼす因子や

回復のかたちに関して意欲

的に追究しようとしている。 

b:具体的な症例から現状を知

り、見えてきた課題について

的確に表現している。 

c:症例や資料からキーワード

を発見し、まとめたりしてい

る。 

d:回復の過程について正確な

知識を身につけている。 

小テスト 

レポート 



後
期 

系
統
別
疾
患 

・疾患の系統的理解 

・各疾患の病態と治療 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a:各疾患に関して知識を深め、

さらに意欲的に追究しよう

としている。 

b:具体的な症例から現状を知

り、見えてきた課題について

的確に表現している。 

c:症例や資料からキーワード

を発見し、まとめたりしてい

る。 

d:各疾患への正確な知識を身

につけている。 

小テスト 

定期考査 

レポート 

 

・各疾患の病態と治療 

 

○ ○ ○ ○ a: 各疾患に関して知識を深

め、さらに意欲的に追究しよ

うとしている。 

b: 具体的な症例から現状を知

り、見えてきた課題について

的確に表現している。 

c: 症例や資料からキーワード

を発見し、まとめたりしてい

る。 

d: 各疾患への正確な知識を身

につけている。 

小テスト 

定期考査 

レポート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


